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§１．研究成果の概要 

 

2021 年度においては、環境に適応したエネルギー・データ統合管理 IoT 基盤技術における、環

境適応型のエネルギー収穫技術・データ蓄積技術について研究開発を実施した。 

環境適応型のエネルギー収穫技術として、環境光からのエネルギー収穫を「環境光強度に応じ

て最適化」する技術の確立を実施した。エネルギー収穫回路において、消費電力と収穫性能を可

変にすることが可能なスケーラブル動的リーク抑制回路技術を適用することを世界で初めて提案

し、「環境光強度に応じてエネルギー収穫量を適応させる」技術を実証した。 

環境適応型のデータ蓄積技術として、環境から得られるエネルギーが十分な場合には、不揮発メ

モリへとデータ蓄積可能な「環境適応・不揮発メモリ書き込み技術」の研究開発を実施した。環境

光発電素子から得られる 0.4V の電圧を、不揮発メモリ駆動が可能なレベルの高電圧へと昇圧させ

る回路技術の開発に成功した。 

上記 2 つの提案技術について、22nm 超低リーク電流 CMOS プロセスにおいて半導体集積回

路設計を実施し、実デバイス上での有効性を確認した。 
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